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1 ．は じめに

　火 山噴火 に 伴 っ て 放 出され る火 山灰 は航空 ・陸上交通を麻痺 させ 日常生活や経済活動に多大な影響を及ぼす。

効果的な降灰対策や 迅 速な復「日作業の た め 、 降灰 量 に関す る 予測情報 が 求 め られ て い る が ，精度良い 降灰 量 予

測 の た め に は、降灰 予 測モ デ ル の 初期値 と して 必要 とされ る 噴煙柱 の 内部構造 を明 らか にす る必 要 が あ る。そ

こ で、活 発な噴火活動 を続け る 桜島 に ， 高感度 で 高空間分解能 を有す る防災科研 の Ka バ ン ドドッ プ ラ
ーレ ー

ダを設置 して 噴煙柱 の 観測 をお こ な っ た。以下，観測 の 初期解析結果 につ い て報告する。

2 ．観測 の 概要

　観測 は 2014 年 3 月 29 目か ら 6 月 8 ま で の 期間，Ka バ ン ドレ
ー

ダを桜 島昭和火 冂 か ら約 3．6km 離れた京大

防災研 黒神観測施 設内に設置 して お こ な っ た （図 1 ）。ア ン テ ナ ス キ ャ ン モ
ー

ドは噴煙柱 の 水平断面 を観 測す

るため の PP丁ス キ ャ ン （仰角 16°）と鉛直構造を観測するた め の RHI ス キ ャ ン （方位角 257°

、259°

、261Q、263°

）

を基本 と した。 こ れ らの
一連の ス キ ャ ン に要する 時間

は約 2 分 で ある。観 測 の 空間分解能は火 口 上 空 で 、 レ

ン ジ 方 向 75m、ビーム 幅 25m で あ る。取得 した データ

は反射因子， ドッ プ ラ
ー速度，ス ペ ク トル 幅で あ る 。

3 ．観測デ ータ

　観測期 間中 ，
77 回 の 噴火 （爆発的噴火 49 回） が あ

っ た （気 象庁に よる） が ，こ の うち，53 回 の 噴火 （爆

発的噴火 35 回） の データ を 取得 した。 こ の 中 に は ，

噴煙柱 の 高 さが 火 口 か ら 4500 皿 に達す る事例 （2 事

例）と 3000皿 に達す る事例 （1事例） が 含まれ る e ま

た，降雨や雲に覆われ て い た た め に 目視観測で噴煙高

度が 不明 と され た 14 事例 の デ
ー

タ を 取得 した 。

4 ．初期解析結果

　観測 期間中 の 事例 に つ い て ，Ka バ ン ドレ
ーダの 画

像 をデ
ー

タベ ー
ス 化 し た。データベ ース で は タ イ ム ラ

ゾ プ ス カ メラ画像 ，国交省 X バ ン ド MP レ
ーダ，ドソ

プ ラ
ー

ラ イダな どの 画像 も閲覧出来 る、、

　Ka バ ン ドレ ーダの 観測例と し て ，図 2 に 2014 年 5

A10 日 13 時 7 分 （気象庁発表）の 爆発 的噴火 の レ
ー

ダ画像 を示す．噴煙柱 の 大 き さは，噴火直後は火 口 直

上 で 1km 程度だ っ た が ，10 分後に は東西 2km ，南

北 3km の 大き さに 広 が っ て い る （PP 工 画像を参照）。

RHI 観測か らは，噴煙柱の 時間変化を捉え る こ とがで

きた。噴火直後 は 噴煙柱 の 頂 は約 18m ／s で 上昇 したが ，

5分後に は約 9mls に減速し た 。 噴煙柱 の 最大到達 高度

は海抜高度で 約 5ユkm で あ っ た 。 噴煙柱 の 内部 は
一

様

で は な く時間 とともに変化 した。

　 5．ま とめ

　Ka バ ン ドレ
ーダによ り爆発 的噴火の 噴煙柱の構

造 を捉 え る こ とに成功 し た。今度，定量的 な評価の

た め に ，反 射強度 の 減 衰補正 ， ドッ ッ ブ ラ
ー
解析 に

よ る噴煙柱 内部 の 速度分布，ミ
ー散乱の 影響の 有無

に つ い て 調べ て い く必要 が ある。
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図 2 爆発 的 噴火 後 の 噴 煙 柱 の 時間 変化。Ka バ ン ドレ ーダの

反 射強度。PPI画 像 （上）と RHI 画像 （下）。
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